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研究成果の概要（和文）：　本研究課題では，以下の２つの研究を実施した。
①教師に装着したウェアラブルカメラによる映像を視聴しながら振り返りを行う研究の成果：実習生と熟練教師
とでは視線を向ける対象が異なることが示され，映像を振り返りで用いることで両者の違いに気づくことが可能
になった。さらに，熟練教師のスキルについて具体的なモデルを示すことができた。
②教師と生徒に装着したセンサによる対面コミュニケーション計測結果を見ながら振り返りを行う研究の成果：
授業中の生徒間の対面状況を教師が振り返りで確認することで，次の授業において生徒同士のコミュニケーショ
ンをうながすことに繋がることが明らかにされた。

研究成果の概要（英文）：　In this research project, the following two studies were conducted.
(1) Results of a study in which various teachers reflected on their teaching behaviors while viewing
 movies taken by a wearable camera attached to them: It was shown that trainees and skilled teachers
 have different targets to look at, and it was possible to notice the difference between the two by 
using the movies in the reflection. Furthermore, we were able to show a specific model of the 
skilled teacher's cognitive skills.
(2) Results of a study in which the figures of face-to-face communication networks measured by 
sensors attached to the teachers and students were reviewed by teachers: It was found that the 
teacher's checking of the face-to-face communication between students during the class can encourage
 students to communicate with each other in subsequent classes.

研究分野： 教育心理学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
授業におけるコミュニケーション状況を設定し，有意味な活動を成立させることは今後ますます重要な教師の役
割となる。そのような役割に自覚的な教師を支えるために，適切な映像・記録技術を授業カンファレンスに統合
することにより，ファシリテーション能力を含む教師の教育スキル向上を促すカンファレンス・システムの構築
が必要である。本研究課題では，教職課程に在籍する大学生から熟練した教師まで幅広い成長の過程にある人々
を対象として，授業中の教師の行動や認知過程を多角的に捉える記録・計測装置の開発とその実効性の検証を実
施することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 令和３年に発表された中教審答申では，これからの教師に求められる資質の一つとして，ファ
シリテーション能力が挙げられている。ファシリテーターとは「豊かな対話」により集団が共通
の目標達成を目指すことを支援する「進行役」である（ちょん, 2015）。授業におけるコミュニ
ケーション状況を設定し，有意味な活動を成立させることは今後ますます重要な教師の役割と
なる。 
 そのような教師には，学習者の前提条件や学習過程に対する敏感さ，さらには授業中のコミュ
ニケーションを俯瞰的に見渡して適切に介入するための諸能力が必要となる。具体的には，少な
くとも２つの能力が考えうる。第一に，学習者間のコミュニケーションを促進する「場」と，学
習者にとって適切な課題を設定する「計画能力」である。第二に，学習者による集団的な課題解
決場面において，学習者のコミュニケーションをリアルタイムでモニタリングし，適宜介入する
とともに，その最中や事後に適切なフィードバックを行う「実行能力」である。これらを合わせ
て本研究課題では「ファシリテーション能力」と呼ぶことにした。 
 ファシリテーション能力を教師が習得するための方策として，授業実施後に行われる「授業カ
ンファレンス」の有効性が指摘できる。授業カンファレンスとは，授業事例の集団的な検討を通
して，参加者の専門的能力を形成する方法である（稲垣, 1984）。授業の映像記録を手がかりに，
参加者が個々人の教育観や経験に根ざしたコメントを出し合うことにより，授業の多角的な解
釈や専門的技量の向上が可能となると考えられた。 
 ファシリテーション能力向上を目的とした授業カンファレンスの実施に際しては，討議の対
象である授業がどのように記録されているかが重要な問題となる。話し合いを中心とした授業
では一般に複数の学習者グループに分かれて活動が展開されるが，このとき，教室全体を第三者
的にとらえた少数のカメラによる映像では各グループの話し合いの追跡が困難である。また，授
業者がそれら複数のグループの話し合いの進展を的確に見取り，介入やフィードバックを計画
する主観的な判断も重要な能力であるが，第三者的な視点ではその部分が必ずしも明確になら
ない。そこで，教室全体とともにグループごとの学習過程や授業者の視点を記録し，統合的に表
示することのできる映像システムが求められる。 
 しかし，映像記録だけでは情報が膨大になり，参加者には授業の流れが見えにくくなる上，検
討するための時間が長くなるという問題が出てくる。映像分析に共通する問題として，情報が豊
かであるがゆえに何を見たらよいのか分からない，あるいは見返すのに授業と同じだけの時間
を要するといった点が挙げられる。この問題を解決するには，時間情報を圧縮した客観的指標を
用いて話し合いやファシリテーション行動の実態を示すことが必要となる。したがって，適切な
映像・記録技術を授業カンファレンスに統合することにより，ファシリテーション能力向上を促
すカンファレンス・システムの構築が可能になると考えられた。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究課題は２つの目的を持っていた。 
 第一の目的は，学習者間の話し合い過程や教師によるファシリテーション行動を的確に検討
できる授業カンファレンス・システムの構築であった。小グループでの話し合い活動という特性
やそこで教師に求められるファシリテーション能力の特徴を背景とした授業記録の方法を提案
することが具体的な目標となる。ファシリテーション行動には，学習者間の議論を直接的に支援
するような第三者から見えやすい行動以外にも，話し合う前の準備や学習者からの自発的発話
を「待つ」など，間接的で第三者から見えにくい行動も存在する。後者のような教師の行動の意
義を第三者が的確に把握するための記録手法を開発することの波及効果は，いわゆるアクティ
ブラーニング型授業の意義が認められている今般にあっては高いと言える。 
 第二の目的は，様々な成長段階において教師がカンファレンス・システムをどのように利用す
るのかを明らかにすることを通して，システムの効果検証を行うことであった。「学び続ける教
師」という表現もあるように，教師教育は養成段階で終わりではなく，むしろ実践の場に立つこ
とで起こる変容もきわめて重要である。そのような成長のプロセスを前提としたとき，同じ授業
記録に対する「見え」や意味も発達的に変化するはずである。こうした視座を取り入れることで，
本研究課題で構築されるシステムのみならず，授業カンファレンス一般についても，そこで起こ
る多様な参加者同士の討議の意義を十全に説明可能となると考えられた。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究課題では，２つの研究拠点を設定した上で，２つの記録方法を並行して開発した後に１
つのシステムとして統合するという方法を設定した。 
 １つ目は，教師の頭に装着してその向いた先を撮影するウェアラブルビデオカメラによる映
像記録を用いたカンファレンス研究拠点である（ウェアラブルカメラ班）。教師の視線の向きは



カンファレンス参加者のみならず授業者自身も授業中の思考を省察するための手がかりとなり
うる重要な情報となると考えられた。 
 もう１つは，話し合い活動を俯瞰的に把握するコミュニケーション・ネットワーク図を取り入
れたカンファレンス研究拠点である（コミュニケーション・ネットワーク班）。本研究課題では
（株）日立製作所の開発した人間行動計測技術を導入し，研究を実施した。 
 それぞれの研究拠点において実施された具体的研究方法を以下に示す。 
 
（１）ウェアラブルカメラ班 
 ２つの調査を実施した。 
 第一に，ベテラン教師，若手教師，教職志望学生に授業中および授業観察中にパナソニック社
製のウェアラブルカメラを装着してもらい，授業実施および観察中の視線配布の調査を行った。
従来のビデオカメラと異なり，頭部に固定して撮影できることから，授業中や観察中の教師の視
線に合わせて授業映像を記録することができる点に特徴がある。撮影された映像を授業後に視
聴し，30 秒ごとに映像を停止し，当該場面でどこに視線を配布していたか，その理由，その場
面で考えていたことをインタビューすることを通して，授業中のオンゴーイングな認知や判断
を対象化し，教職経験によるみえの差異を明らかにすることとした。 
 第二に，ベテラン教師に授業中にウェアラブルカメラを装着しながら授業を実践してもらい
主観的な映像を撮影した。また，調査者は，ビデオカメラを用いて授業中の客観的な映像を撮影
した。これら２つの映像を統合した映像を作成し，ベテラン教師に統合した映像を視聴しながら，
授業中に意図したことや考えたことなどを発話してもらった。発話データを分析することによ
って，ベテラン教師のもつ実践知を支えるスキルを表出化および構造化した。 
 
（２）コミュニケーション・ネットワーク班 
 コミュニケーション・ネットワーク班では，中学校の授業での生徒相互の言語的コミュニケー
ション状態および教師の関わりによる生徒のコミュニケーションへの影響について，（株）日立
製作所のビジネス顕微鏡を用いて定量的測定を行った。ビジネス顕微鏡は軽量・コンパクトなデ
バイスであり，赤外線による対象者同士の対面状況と 3 次元加速度計による身体振動の同期性
によって言葉によるコミュニケーションの状態や繋がりを検知するシステムである。測定の結
果として，生徒それぞれの言語的コミュニケーションの合計時間およびコミュニケーションの
相手を出力した。また，授業改善を目的として，授業担当教諭および対象校所属の教諭たちが測
定データの結果に基づいた授業カンファレンスを実施し，授業の構成や教師の関わりについて
の見直しを行い，その後の授業についても同様に言語的コミュニケーションの測定による授業
改善効果の検証を行った。 
 
（３）教師の成長段階ごとのカンファレンス・システムの効果検証 
 教職課程在籍時からの教師の成長段階に応じて，授業記録の利用の仕方がどのように変化す
るかを明らかにするために，以下の方策を立てた。 
①模擬授業スタディ：教職課程の大学生から協力者を募り，ファシリテーションスキルを応用し
た模擬授業を教師役および生徒役として実施する。その際，教師役学生に視線計測装置および対
面ネットワーク計測装置を装着してもらい，教師のファシリテーション行動を記録した。後日，
授業を撮影した俯瞰映像とともに視線配布映像とネットワーク図を用いて授業の振り返りを実
施し，教師役学生がそれらの授業記録に対してどのように反応するかを分析した。 
②研究授業スタディ：国立大附属小学校 A校に在籍する教師から協力を募り，児童との対面授業
において視線計測装置および対面ネットワーク計測装置を装着してもらった。その際，教職歴に
基づいて 10 年未満のグループとそれ以上のグループ（各２名）に分けた。①と同様に後日振り
返りを実施し，授業記録にどのような反応を行うのかを分析した。 
 
 
４．研究成果 
（１）ウェアラブルカメラ班 
 ウェアラブルカメラ班の成果としては以下の２つが挙げられる。 
①教育実習生と熟練教師の視線配布を分析したところ，教育実習生は子ども全員や発表者等に
漠然と視線を向ける回数が多く，教室に生起した出来事を受動的に知覚する傾向があること，一
方熟練教師は，特定の意図の下で選定した子ども集団に視線を向け，能動的に知覚する割合が高
いことがわかった．また，そのように視線を配布しながら，教育実習生は授業の進み具合等の進
度について思考しているのに対し，熟練教師は学力下位層と上位層の子どもの理解や考えの深
まり，注目点を意識化したり整理したりすることについて思考していること等を明らかにした。
このような結果をふまえて，授業者や授業観察者の視線を合成した映像を作成し，その映像を視
聴しながらお互いのみえを共有するワークショップを行った。その結果，双方の見えていること
や前提の違いが明示化されるなど，今後の若手支援を考える上での新たな研究課題が明らかに
なった。 
②ベテラン教師の授業リフレクション中の発話データを分析した結果，実践知を支えるテクニ
カルスキル，コンセプチュアルスキル，メタ認知スキル，ヒューマンスキルが表出化された。そ



して，各スキルを主体的，対話的，深い学びの枠組みによって構造化したモデルが作成された。
モデルより，ベテラン教師は，直接に行為として観察が難しいコンセプチュアルスキルおよびメ
タ認知スキルの構成概念が特に豊富であることがわかった。また，ベテラン教師は，ヒューマン
スキルおよびメタ認知スキルにより生徒全員の学びの保障と授業の目標達成に常に気を配りな
がら，コンセプチュアルスキルおよびテクニカルスキルにより，教科の見方・考え方を育み働か
せる学びを実現しようとしていることが示された。そして，スキルの共有化，内面化するための
授業研究方法の開発など，新たな研究課題を見出すことができた。 
 
（２）コミュニケーション・ネットワーク班 
 コミュニケーションの測定結果では，多くの授業場面で教師による発問や問いかけによって，
生徒たちのグループ内のコミュニケーションが活性化している様子が見られた。特に，グループ
のメンバー全員がコミュニケーションに参加している場面では，生徒が積極的に学習課題解決
に向かっている様子が見られていた。また，熟練教師は発問によって意図的にこれらの状況を作
り出していることも窺えた。授業後のカンファレンスでは，授業者および所属教諭でこれらのデ
ータを踏まえた授業の見直しや役割分担を行うことで，授業での生徒同士の対話的な学習活動
を引き出すことに繋がっていた。さらに，関わりの見直しを行った後の授業では，授業者自身が
生徒たちの学習に向かう態度・姿勢の変化を感じ，授業改善の手応えを感じていた。 
 
（３）教師の成長段階ごとのカンファレンス・システムの効果検証 
 模擬授業スタディ，研究授業スタディともに，授業の振り返りのデータを現在分析中である。
授業中の教師の視線がインポーズされた映像と，授業を俯瞰で撮影した固定カメラによる映像
とを並置し，振り返りの際にどちらの映像をどのように視聴し，どのようなコメントをするのか
を分析している最中である。 
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